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特集1・平成22年度の生活保護

〔参考2］　平成22年度生活扶助基準額（月額）

標準3人世帯　【33歳 ・29歳・4歳】 （単位：円）

綴地区分
格　差

平成21年度 平成22年度 改　定　率

1級地一ユ 100．0 162，170 162，170

1級地一2 95．5 154，870 154，870

2級地一1 91．0 147，580 147，580

2級地一2 86．5 140，270 140，270
100．o

3級地一1 82．0 132，g80 132，980

3級地一2 77．5 ヨ25，680 125，680

（注）冬季加算（W区x5／12）を含めた額を10円単位で表示

［参考3｝最低生活保障水準（月額｝の具体的事例

1、標準3人世帯【33竣、29歳、4歳】 （月額：単位：円）

1級地一1 1籔地一22級地一1 2級箆一2 3級地一13級地一2

生　活　扶　助 175，170 167，870　160．580 153，270 145、98G　圭38、680

住　宅　扶　助｛注D 69，8GO 59，0GO　53，0GO 46，000 4◎，IOO　34，100

合　計 244，970 226β70　213，580 亙99，270 186，（培O　l72．780

就労収入が手元に残る額（勤労控除）（注2｝ 23，22Q 23，220　23，220 23，220 23，220　23，220

医療扶助、出産扶助等 上記額に加えて、医療、出産等の実費相当が必要に応じ給付される。

注ユ　住宅扶助の額は、1級地一1：東京都区部、1緩地一2：千葉市、2級地一1；高松市、2級地一2：
　　　日立市、3級地一1：翰島市、3級地一2：八代市とした場合の22年度における上限額の例である。
注2　就労収入が10万円の場合の例。

注3　学齢期の子がいる場合には、教育扶助として学用品費、教材代等が別途給付される。

2．高齢者単身世帯【68歳】 （月類：単位：円〉

1級麹一ll綴地一2 2級地一玉 2級地一23級地一1 3級地一2

生　活　扶　助 80，820　77，190 ？3，540 69．910　66，260 62，6生G

住宅扶助〔it｝ 53，700　45、000 4i，000 35，400　3LOOO 26，200

合　計 134．520　122，190 114，540 105．310　97，260 88，8⑩

医療扶助，介護扶助等 上記額に加えて．医療．介護等の実費根当が必要に応じ給付されるσ

注　住宅扶助の額は、1級地一1：東京都区部、1級地一2：千葉市、2級地一1；高松市、2級地一2：
　　日立市、3級地一王：輪島市、3級地一2：八代市とした場合の22年度における上限額の例である。

3，母子2人世帯【30歳、4歳｝ （月額：単位：円）

圭級地一1 1紐地一2 2級地一1 2級地一23級地一1 3級地一2

生　活　扶　助 152，620 147，38D 140，530 135．280　128．44D 123，190

住　宅　扶　助（注D 69，80G 59，00D 53，000 46，00G　40，玉00 34，100

合　計 222，420 206，380 193，530 181，280　168，540 157，290

就労収入が手元に残る額（勤労控除）1注2｝ 23，220 23，220 23，220 23，220　23，220 23220

医療扶助等 上記額に加えて、医療等の実費相当が必要に応じ給付される。

注1　住宅扶助の額は、1綴地一1：東京都区部、1級地一2：千葉市、2級地一1：高松市、2級地一2：
　　　日立市、3縁地一1：輻島市、3級地一2：八代市とした場合の22年度における上限額の例である。
注2　就労収入が10万円の場合の例。

注3　学齢期の子がいる場合には、教育扶助として学用品費、教材代等が別途給付される。
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［参考1茎平成22年度生活保護基準改定の概要 （1級地一1、単位．円）
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特集1・平成22年度の生活保護
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特集1・平成22年度の生活保護
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改正の概要
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について適切に行われていない事態が多数の実旛主体において、見受げられたため、適用関係
に闘する取り扱いについて運営要領に詳纏に記載したもの。
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特集1い平成22年度における生活保護指導監査方針

　　　　　　　（ウ｝の補生じ府内　　つが導なまなの監規長でシの　　　α｝めて改し体す

髏ｿ諜籍ぞ齢鞭螺灘醤講桑導離肇力瑠講離　　　　　　　改申て護定本事　’ごで修が管を状参務問゜と保監リ府要結状た改項の

J難灘難1難灘1　　　　　　　　　　　　　　　　ら制のすで握り地機護がリ県つ謬を提限す書てを　報　　る人に課じい派出をるでは必　　告　　の偉つ長　’て　　のの監るあし　’に関王不1等い王遣を付是通　’要　　に　　で費いを都は　点整査適る必制指や管可ダ本て管し求し正知具と　っ　　念をては道管　　に備指切　D要度導大課欠1庁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　｛オ｝ににの等員就対図　整びめ護伴　　　　　0り重て釘しそ実実務及　’れ施施を効Dの護保応つ外の　’労策る併億査標のい鑑た対整福要そ編騙欝驕縫翻鋳難鑛蓄蒙蓑籍錘灘総舞毅
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特集ロ・平成22年度における生活保護指導監査方針

禦慕。翻購畿難鶴熱轟禦義解犠蔀監　イ
項い社はいが容な他介びれ回護保’い’準②の義睨’にけて査助施け無
に施会’て認及どの護防ず以で全現る③額保口又の①入賃’のに設賃料

雛舞藩灘講編講毒螢婁鱗婁婁網馨麹縫繕
星黎燦繕潔饅繰閣蠣簿肇獺護蓬灘慾魏嘉毒朧
活福法受県　　　　　　がビ’ス況お査少な請銭護給施ま管費び被そ泊の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対そ設
困祉的給等　不ス排の’いがな事求管費さ設れ理全利保れ麺実　すれ’
窮法位者本　　　　　　明に混提介て計く例書理のれのてす額用護ら設施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るら高
　　　　　　で係’供護も画と’・契管て所いるが料者の’機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指の齢者第置が庁
の二つ居に　ある洗状保居・も④領約理い在る本事金に類高関　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導類者
た条け住お　る契濯況険室実年居収のをる地事人業等つ似齢に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　援似向
　　　　　　　　、　　、

購釜書労辮購鰹藤鞭醤解鱗難礁
サビ状たに訪含をる契くてを前と者をに設対査指必福びの長号十意さ料

慰護髪麗繋ミ籔蟹募罐講藁糞羅欝螺灘
（供護’実をな入④及居現る実に事確容介堤員底じ所助適を働日っ業額
塞状保居施策く居当び後業こ施説前認及等護及を転毎が切踏省社いをな

難竪講激を難韓ζ甥観麗蓑鋳難舗塞変黎灘騰
入そは及’上年い施状かを③本上でこ殻場無長こ援況れ活’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・発＿施で
浴の介び訪でにる機況に同入人’確と設含料等ともをて状適援一平設宿
’他護防問担二被関等訪行居の出認’媚は抵幹゜含把い況正護0成に泊
排の扶災調当回保のを問さに入来出②の’額部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め握るのな局二二関所

も真該を例ま員もしのた事わ迫しに’の力
かに暴一’元該かて申が例ら状たよ①結団
・鑓読驕齢避漏麗書羅果募
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用がすつ同つを署明齢る団続る等保い関
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いだてしいな暴あ事のでてもよを入お　ウい用た一調し　願確書場状泄

興藷轄謙蟹脅翻慮購毯暴゜5径鯵確野雛灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い宅第実る’るる全現び濯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て確二施生無゜こ状金金’
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た活れ十間居　おを収る供

す況い団の等護Q年保い　な居現法を握ていは　て以体あにし本護　て
るをを員上本課二三護てっい家役第得が得だ稼まい上障つ照て入を現い
こ確厳及’庁長号月のはい゜族暴十な困らけ鍬たるで害た会取の継役る
と認格び管に通厚三適’て　を力条い難れで能’とあ者事しり申続暴事

叢綴灘者薩皇謬莱暴調宴眞纏藷聲獣醐響秀Σ隷
　に毎の’と道護三成る庁　めすに除に入をたな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・めナ員団察団る然た
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13　Ufe　andWe拶areO201α5

1

i

1
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困止健事をるよ廃原1出かに聴かの実　よ
窮に康例保もる止則スや確急取か提施　る
し伴保’護のも決一か収認迫なわ出機　　　　　　　　　　　　　　　　　保
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　　　　　　　　　扱の施開正う護日に法指そりびる塗ス退い　れ指合もる必るにつが職
に等要およく本員特い髭す催改」長社つに導れン所が討に届てつた導の

てす会つ状護意辞長．°適辞鑑研基知社年の生具把す指こ抽廃い本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がい
縫輕雑鍵罷舞黎欝蟹鴻騰覆跨募謡馨粉璽瓢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら言国と諮’陥止基L部　取一実の是い保一い護な上ア及あた1辞お
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

鶯主難法魏舗特曾慰騒奔擁灘景纏鯨監取黙課罐

鞭響難轄雛羅鞭鍛雛灘棄
止者項もた七認さかさが指処ま護導会六な口蚤二は指果つ違
をにに必と条めれかれら示分廃の指が十く頭不十実導’い反
行対よ要きにらずわず’をな止停示与二なにの七現蛋一てに
うすりにはよれ放らそ指文どを止にえ条さよ前条性不部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
　　　　’りた置ずの導書法し等従ら第れるににがのの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るこる当応
圭雛薯翻゜嚢謡禁聲懇蟄畢確肇馨譲購嚢
なの帯法護指　てのものり十るいいいにな指二くか的機　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　止る変又第の示　い後不内実七事て場な基い示十文なな関
た更は六状に　るの明容施条例検合いつ事が七書事内に　の
　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

てし伴康
助たい保
言場必険
指合要へ
導のとの
の再な加
徹相る入
底談諸な
を・手ど
お再続保
願申や護
い請再の
すに度廃

　　　　　　　　切二査修え停いを問長十と職て部現あた反い　姓そめて県る議るく職
の等こに手指員特な十を会た廃て適答通二と責問職業る検にてつがの’
徹本と諮続導にに取七実の是止一正第知条もに題員員が討よはい求手塁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”をる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’てめ続尋底庁’るき指対査扱条施闘正にのに十第’に応点に
をへさ等等示し察いにす催改至一運一十局’じを対査指お保指はらき詣

雛罐鎌講舞髪購雲欝望あ騒責握蠣難麟誘蠣
いを必的正及第員に指ど要文で導る・一知二体のヒ導査し止査道゜い容
す仰要にかび二及徹導にに書の捲たコに第十的上ア員時てケ時府　ての
鷲羅篠謡辱禁乞騰齢離彗童渠観呈．舗織露蝦
　とじにス階条長るにてて’」一ら手保きの’導れグ所けとを導本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　然性
　に都検診にの等こ係’特事を保引護’二法をぞを長るこ抽指庁　 ’は

　っ道討断お基幹とる法別例踏護に行別’第行れ通等担ろ出示に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厳勿
　い府す会けづ部．°適第監研まのつ政冊課六うのじ幹当でし違お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　格論
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特集H・平成22年度における生活保護指導監査方針

に際と開　さ底に無お　　　｛ウ｝導び員判職　機課てじ法異と住保い　認
よにさ始収れ等つ届い監八十不をそ等断員特関税当て第動と民護てつめ
り世れ時入てをいのて査条三当更のにしににに調該同二前も登者はいら
改帯て等申い理て高’のに条受に後よた対査対査市意十のに録に．’てれ
め員いに告る由’校課結よに給おのるケし察しを区書九課’をっ管はた
播諦編黙鵠果．鉱揉襲綴支垣選導翻藤讐誘礫謎
寧し’てにが第義ア査一収返るす管調も業員すす長付基況がすは住道う
な保訪周つ認六務ル等部の還保る理査含員及るるにすづを困る現民府で
説護問知いめ十のバでの適又護゜等結めがびこよ協るき把難よ在登県あ
明の調をてら三周イ発実用は費
をし査図はれ条知ト見施に法の
行お活る’たがの収さ機つ第法
認募灘゜纈醗盟特箕

鶴奏難莞善妻奮謬霧総鷺発
底点察な等　内求に要る合導住あ庁
の検指い幹　実めよにた及す地るに
指及導と部　施’つ応めびるに被お
　　　　　　　　　　、

務めし察すな六い事厚て底世はある昧者と理労つが世
雛講舗圭き欝二纐爺簿脹曝窪笹鎗蛍
　　　　　　　　絡鋤平にも道　　　　　　　　　　　　　　れ’せ法法帯1労が底帯帯員とに条
と員主及゜つ及問゜省盛一含府　　　　　　　　　　　　　　がさら第第主ス収申
　　　　　いび士以社一生め県　あられ六六がに入告とにだび
　　　　　て法二下会十活た等　　　　　　　　　　　　　　　るにて十十知っを義も対け所
にすで長　の第lr・一保申本　　　　　　　　　　　　　　　こ不い一三らい故務
’るな等　指七一別援年護告庁　と正る条条なて意を
特収く幹　導十踏冊護三問義に　か受申にをか’に承
に入高部　を八ま問局月答務お　ら給告よ適つ世申知

　　　　　　　　　　　　　不を義り用た帯告し．あす係行宙周もど申校職　更条え答保三集のい
告生員特にのた集護十に周てつ適誘務被すご員してまるるをうに知な特
のもにに徹適法L課一っ知はい切発を保るとのないた゜自失こ安しく毅
義含対査底切第と長日い徹’てです曖護こを就かな’　立いと易て’の

助かはにい琶再
蕩瓢霧璽誘

1

観’保六つが止　’
点本護十た世策
か来者三こ帯を　　　　i
ら法と条と員講』
不がののなにじ
適目信適ど対る
切的頼用をしこ
でと関を理てと

入十及件　　（ア）　工底活毎組場帯いる力該に年い歴止を活毎用迫来職
　　　　　　　　　を実月織合分事．家団当か齢がやさ脱実月を状保員特二九び数平止申
’年課及成・告債不お態訪的は離清族員性か’あ態れし態訪認況護にに
九度税び二早義権正願等問に’すににとをわ障る度るた等問めにの対査
九の調金十期務管受いの謂慎ケるよつ同照ら害場等べ時の調るあ要し察
監籠舗窩欝羅藻支碁ぞ量簾薯麓韓欝あ離確
界充震盛瑠鰯゜羅霧融藷を餐蔓誘勇籔鋸籠灘
ら七等保けい底て止　めとす会護暴にをと署は人団こはめとる限さ暴び
　　　　　　　　　　るする議を力や一’に傷の員と原’すこりなカ所一九か護るて及　及
八件ら者不　び　び　こるとに適団むに③暴病申で’則急ると保い団長
　　　　　　　　　　となと諮用員をし現力の立あ②的迫なか護が員等’九’の正　未　適
六’平増受然正のどもるすを得て役団程てる生に状どらの’は幹
ニー成熊給　防　な　徹生に等る世ない暴員度や疑活廃況生’適急本部
　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　た適七務高が　見早性年れてた　増三ク未た機第法　　　　　　　る来処費の手1
を収な関七第こ゜る理算認当スさ゜用十の校発まさ期が度で’とそ加件
発金事に十六れ
生’務と入十ら
ささをつ条三の
せら発てに条扶
るに生もよに助

灘簸謹
も欠だ理金還誤
な損けには金り
るので係’及に
たりなる実びよ
めスく新施法る

、　　　　　　、

事が定定・のら
傍さ誤・児中に
もれり変童に、
認てな更扶は法
めいど漏養’第
られ’れ手障六
れば本な当害十
た未来ど又者三
と然適には加条
こに切よ就算の
ろ防なる労’適
で止事扶収児用
あ出務助入童ケ

し八周生見たれ発あには年このし心
て条知なし’た見るおな金・ろ内てO
いでのどた課゜の事けい・’容い’
るは不世無税
事な徹帯届調
僑く底員の査
も法をに収な
多第理対入ど
数六由すでで
認十にるあ実
め三’申つ施
ら条法告て機
れを第義も開
　　　　、

可優るか手一をる六
能な課と当部監゜一
性ど税思等の査
が’調わ受実に
あ未査れ給施お
る然…漏る権機い
事防れ事の関て
倒止の例確に検
が又可や認お討
散は能前漏いし

七
、

九
△

手
円
と

i

．層

　法
　第
　六
　士

　条
　に
　よ

　　　　　　　　　　　　こて活随の会確援九十金つ　　⇔◎を組ケ三不　ろいる録れ例分約十機
現でな適もず’割の一関まろい保時自計に護二七のい生理事お織1条当
業あい切な口督納手条にたでな護調治検な局九年適て活に後願的スに受
員る事な垂頭促入続のお’あか費定体査つ保〇九正は保つ調いに診よ給
ヂ購畢に状がき六唯る咽を力電院て護゜月な’欝醜騨無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　是゜に議還る

たわどしがいい期第の
圭聾翻舞纏毒

れを正し’らい社発＿庫精　債

蛎奎蔀編糟護雛警

検にの保
討諮適護
する用費
る等にの
よにつ法
煮ξ膜
底ては十

　　　　　　　　　　　　　　　改是にい等債抽な十六い　めこ債る散いお　　オす合る護時納手携権

暑講麟繕鰹灘難竃竃鍵器購購
た認年結他’指人及で手及督’任長をの導れて簿偲理よに指はいのが等
゜が金果施障導にびな続び促調者等確蛋だて確’別がるよ導’る要適の
ま十受’策害を対債くな債状定が幹認ぶけい認納ケ実徴る監都と因正横
た分給一の者願し務’ど務や履査部すをでたし入1施収返査道ことに領
’で権部活自いて者元に承催行察職る鴛な場’領スさ金還に府うな行事

嚢驕難妾礒鱒罐鵡導濫畿倉霧馨鱗號爆錠雛
’い有施つ援゜切亡護てどのの員対゜と書は切（定いいびて本る事てお
会事無機い給　にし者’に送特とし　でに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’な控原るて法’庁゜例いい
　　　　　　　実たで被よ付約の’　是よ口取）議か適第法に　もなて計例に関て付
検がつに　等　施場あ保る’の連債　正る頭扱票簿’正七第お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認いは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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1

な経経校知第社（にののず収す防はし審告ど提け幹
最費費等第八第昭よ控勤’入る止早た査義世護る部
　　　　　　　　　　　」．・．　．辱1ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　　に期扶の務帯開年職　す早そ適十い　と未で又就八1一和る除労基に

雛解三言講奪鞍鰐欝雛蟹璽艦響欝懸轄整

華題繰藤募纒鱗鍵無導講゜
もにる十に府
具未だ八お県
体然け条い等
的防でのて本
に止な適法庁
　及く切第に奪

　び’な六お

発
見
に

努
め
を

一

　　　　　　　　　　が者税がく　つ護O年及第　｛イ）いててれてラ業小決な査認め査必を現
製樋難蒙蓉灘馨耀離擬嚢喜青輩主灘淵難編灘
翠諮煙融綴二鍛鋸織翻髪育饗雲馨墾゜墓羅辱鎚窯
度らの゜等等と結税部たは施る関がし）労社施及にの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よい）る（分（
と’進さがに判果収の゜実し被にらてに働援にびっ徹　うこに分学’私
な法行ら思報断’入実　施て保お’いよ省保つ一い底　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指とつに習修立
　　　　　　　　　　　い薯犠砂難匿瓢旨募震驚叢嚢つ第管に料告し現額施
て七理’させた業と機
い十がそれずケ員収関　い管に’のこそ’一（調’い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徹い’）費行に
る八さのる’1が入に　な外つ住結ろの援○平査局て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　底て収にを費お
事条れ後事そス調申お　　　　　　　　　　　いにい民果で．徹護○成の長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をも入あ活又け
例等ての例のし査告い　こあて登’あ底局六二徹通　　お併とて用はる
ものい調がた一かの額て　とる課録多るに保〇十底知　　願せしらしク授
　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　o
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特集K・平成22年度における生活保護指導監査方針

　　　　　　　　　　　　　然てる信は件て係取　　　クで護一年援日保て護い　ろ管いるよ債保
菱誘藻嬬慕灘難漣悔観鐸畠羅等詐現誘8青離

〇一不員道　　　　　　がの遺法た定及が他の揺政゜年がをる　正よ申不り社通四
〇奎正等府　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事るし要改援知号　　　　　　認現留第法及び必山実るにご一’伴生
一二防に県　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　案生添と正保）厚　　　　　　め業金七第び背要の施が対の月今ユ渚
号月止よ等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の活えなさ発が生　　　　　　ら業品十六支景で石機すす婁ま年畢保
厚九等る本　　　　　　欝会蟻鯵草肇鞭構難欝竃響彗生日に生庁
労社つ活に
働援い保お　こ行扱よにき’　未いあの件一いに詐　止の　の保三八・
　　　　　　　　　　　、

てお　（ア1　　ケつい審どなアびど帳指を処のざと算支シ裁担係　導踏省
　　　　　　　いて査をどル査の並導定理手る’シ給ス権当長特をま社いい監訪
なて査問つたそての及促をの察整び台期規順を②スさテ者者及に更え会

参鵡獣ぞ癌藷欝鰭謀獲駿態暮腰玄齢麗茎黙融
例問果活　特’導管業るし’なび問び確を相い員の可流裁案察等底内護
　　　　　に保を理員一たさど点謂そ認整互場等改能れをし指幹す実局’訪’動
　　　　　留護徹をへ方一らに検査のす備牽倉が疹性不経た導部る施保新間一に
規計部つ　意の底強の’斉に係’予補るし鋤に現等が適る電員職こ機護
開画のい　す決願化指日点はる現定助こそをお金をあ切こ子等員と関課

着嬬て議慧覇激鰭露腱競叢騒麟街ゼ矯
舞欝　叢御量営謝Σ灘鯉灘1美擬倉馨赫畷鉾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指を1れに　　に当　につスな表ユ及な台察況務そわこ電が理決①当

1
’

導療医支護被願管金知対害関
を等療援扶保い内調識象者し
徹の及給助険た実査がに手て
底優び付十者い施員必な帳は
す先精’割以゜機の要るの’
る活神人支外　関非な場対初

　　　　　　　　　　　　　導底いと性る日にの保活さい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いはに係査用障工給の　　　　　　に常場合象診
な害透に被ま対勤合が外日なをすて判にな及主確険用れてつと適つる院

）十昭知等うが関がさ狢酬
に六和事本で低と認れ点明
基号四決庁あい比めて検細
づ厚十定にる実べらい及書
き生四にお゜施著れるびの

、

灘縢撫騰嚢購屡
対導請がの聴のは象済なら庁あて適の扶
しをにあ可取初さ期期ど送にるい切活助
指徹つる能す診ら問間を付お゜な又用に
　　　　　　　　　、

省年伴い　機したか績点　　力のい料活る実お用給の　指他た強職　こ
社七うてつ関くQ疑覧検監　　でてに保都施けにに被な導法一化員特と
会月審はいが極ま問点に査て診留報お護道結るつ係保おを他斉及にに゜
　　　　　　　　　　　　　療意告い法府果生いる護’願施点び対査局九査’て認端たが検つの

知六（の県こ率機関施資報　　　　　　　　　　　　　のいと討査市生行二支護被　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徹ななケび
点゜に状にに労事十援扶保
検　 し況か対働務二給助険

ξ誰篇雀塞翻輔
い　るつ資生よのに活支外

底どどi所
ににをス長
つよ活審等
いつ用査幹
ててしの部
　、

毅悉響っ黎胱醤鷺謡灘誘生醐撫黙嘱呈麟
る施き二はい゜沿適’訪助せ実と長’し問゜て対実開に認て訪面に訪あ
こ機適の’て
と開切一訪は
゜ににに問’
　対実基謂都
　す施づ査道
　るさき活府
　糞　　れ’動県
　　る訪が等
　をよ問局本
　更う計長庁
　に管画通に
　徹内に知お

つ切そ問長る地かを最た調
てにれ時すごにら行低被査
難藷霧桑も翫鑓顯
にのま問め’し保業の者は
実上え調のこ’護活生と’
施’た査指れ援者動活鐙こ
す当年目導に助ののの信れ』
る該問的を基方生基保頼を
必訪訪を行づ針活本障関通
要問間明うくに状でと係じ
が計計確た自反況あ自をて

いす施始昨め着問接わ問る
あ舗煮歓害饗鶴蕊

とに継こ新　い問いき例開
憂支続と規　な計事者’始
慮障ケか申　い画例と一後
さが1ら請　状にな家年一
　　　、

主阻お　　｛イ1助な連認溺支ラる社発成　い見にをは明に時場接問定導
治害い監支病言す諮が等援ムと会第十そて直努工訪ら不訪合す予・員特
医要て査援状願こをでとプへこ・〇七の’しめ夫問か在問はべ定実にに
訪因’のののいと三きのロのろ援三年際指訪’すのにが等’き月績対所

医るでのて労
協者傷実
議に病施
’対を機

必し就関
要’労に

指
導

就
労 　　　　　　　　　　　　っを接法又を期臨た面訪予指もみゃ確機別グめ省保平

噺

憂

ら納と当た宅　るな況施も現お　キ導で点お療護策　必か書長十成療一
れ付な該に家ま゜いにがかにい監　助’検い報適等な要指の通二十報生
たにど被発賃た　こつ遅か滞て査代言そもて酬正事おな導点知号二酬活
゜変を保生等’　といれわ紡はの理願の含’羽実業’指監検）厚年明保
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特集H・平成22年度における生活保護指導監責方針
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